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[10]　平成23年度計算機データベース主要業務
10.1.　概要
　2011年度は東日本大震災、およびその後の計画停電等電力逼迫への対応、ならびにVL構成員の異動等
に伴う実働部隊の変化等々目まぐるしく変わる現況への対応に追われた年であった。
10.2.　2011年度計算機データベースおよびデータ管理支援室主要業務
　計画停電や省電力対策等を除けば、基本的には現状維持である。
表10.2.：データベース・計算機委員会、管理支援室、VLで対応した障害・通常運用外事項
年/月/日 障害・対応事項
2011/３/14-計画停
電中
計画停電に伴う一時的な対応（出来る限り直前まで運用、復旧後再稼働）
運用停止サーバ：avhrr、gms、meteosat
公開範囲縮小（RAID部分停止）サーバ：modis	他の運用サーバ
2011/05/06 modis	server：	移行完了。
2011/05/10 gms	server：RAID故障によりgms	serverの運用停止、バックアップテープ	よりgms系デー
タをgeoinfo	serverへgeostationary群として格納、サーバ統合へ
2011/07/01 日本舶用によるAVHRR受信アンテナ保守。
2011/07/20-21 AVHRRアンテナ制御パッチ導入、プロダクト生成再開、公開へ
2011/07/27 www用UPS	バッテリ交換、テープバックアップサーバーケーブル交換
goes	server：gvarデータの消去によりディスク確保
2011/08/03-06 MTSAT2→MTSAT-1Rへの代替運用有
2011/08/12 tastm	server：運用停止
2011/08/21 noaarec：stracker停止あり再起動
2011/09/09 節電解除、節電対応で停止していた公開サーバ稼働
2011/10/02 西千葉キャンパス点検停電、前後対応処理
2011/10/04 goes	server：RAIDディスクエラー、ディスク交換
2011/10/24 fyrec：受信機コンバータ加熱対応（冷却ヒートシンク取り付け）
2011/11/01,27 noaarec：stracker停止あり再起動
2011/1101-12/26 MTSAT2	→MTSAT-1Rへの代替運用有
2011/11/22 goes	server：RAIDディスクエラー、ディスク交換
2011/12/06	-	 GOES-W：GOES	-11	→	GOES	-15移行、grid処理プログラムアップデート対応（動作確認
のため、変更直後からの運用ならず）
2012/01/05 ネットワークハブ故障、交換
2012/01/19-02/01 fyrec：受信停止、アンテナねじはずれあり、02/01修理完了、残留データの再処理
2012/01/01-02/01 そらまめ君サイト（環境省大気汚染物質広域監視システム）よりデータダウンロード停止、
02/01回復
2012/01/23 meteosat	server：UPSバッテリ切れのため交換
2012/02/22-24 fyrec：受信停止、ソフトウエア不良、再処理
2012/02/28 noaarec：stracker停止あり再起動
2012/03/27 noaarec：stracker停止あり再起動
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10.3.　2011年度データダウンロード実績
　2011年度のデータダウンロード実績は以下の通りである。
　　	表10.3.：2011年度データダウンロード実績（数字はファイル数）
衛星/センサー名 学内ダウンロード 学外ダウンロード 昨年比	学内/学外
NOAA/AVHRR 326,088 219,833 35%	/	3.2倍
Terra	Aqua	/	MODIS 52,813 19,290 75%	/	2.8倍
GMS5,	GOES-9 1 81,868 	-		/	60	%
MTSAT 820,236 1,708,256 27%	/	2.2倍
FY2 595,140 398,612 81%	/	１.８	倍
METEOSAT,	MSG 5,607,125 0 25.9倍	/	--
GOES-W,	-E 1,045,359 1,023,924 54%	/	7.9倍
地理情報等 1,045,359 326,138 54%	/	3.4倍
TRMM,	A-Train 150 －
総計 9,574,826 2,829,271 1.35	倍	/	2.12倍
計画停電、夏季・冬季の節電期間があるにも関わらず、特に学外の利用数は順当に増加している。一方、
学内利用はMETEOSATが突出しているが、これはVL、CEReS共同利用のためのデータコピーが殆どで
あるため、実質的には学内利用は前年比で減っている。
